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主な研究テーマ

令和元年度の研究内容とその成果

■中長距離走のランニング技術（ランニン

グフォーム）の研究推進

　本学のスポーツパフォーマンス研究セン

ター（以後，SPセンター）にて，中長距
離走選手のランニング技術の測定法および
評価法に関する研究を行いました。詳しく
は，SPセンター内に約170ｍの周回走路を
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　　□�主に陸上競技中長距離走の競技力向上のためのトレーニング方法（ランニング技
術含む）やコンディショニング，コーチングの研究を行っています。

図　スポーツパフォーマンス研究センターでの測定模式図



設置し（図参照），その周回路を走行しな
がら50ｍフォースプレート走路での地面反
力等のデータ収集と，動画撮影でのデータ
収集を行いました。女子長距離選手におい
ては，日本トップレベルの選手の測定も行
い，好評を得られています。

■空気式体重免荷トレッドミルの研究推進

（学外企業との共同研究）

　陸上競技女子中長距離選手における空気
式体重免荷トレッドミル（昭和電機社製　
DREAM HUNTER）を活用したトレーニ
ング方法を探る研究を行いました。その中
で，空気式体重免荷トレッドミルを活用し
て日本インカレ女子10000ｍで優勝した選
手の論文の記事化等を行いました。

これからの研究の展望

　SPセンターを活用した中長距離走のラ
ンニング技術の測定・評価は，これまでの
測定・評価方法を活用して，他の研究の測
定を実施していければと考えます。
　空気式体重免荷トレッドミルの研究に関
しては，体重が免荷されることで動き（脚
動作）のコントロールがしやすいことから，
ランニングフォーム，特に接地動作を変更
できないかを探ることを今後の研究課題と
しています。


